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概要 

Ⅰ 研究主題設定の理由 

（１）新学習指導要領から 

 学習指導要領改訂の背景として，子どもたちに，

情報化やグローバル化等急激な社会の変化の中で

も，未来の創り手に必要な資質・能力を確実に備

えることのできる学校教育を実現することが大き

く示されている。その中で強調されていることは 

 

①定められた手続を効率的にこなしていくにと

どまらず，感性を豊かに働かせながら，どのよ

うな未来を創っていくのか，どのように社会や

人生をよりよいものにしていくのかを考える

こと。 

②主体的に学び続けて自らの能力を引き出し，自

分なりに試行錯誤したり，多様な他者と協働し

たりして，新たな価値を生み出していくこと。 

 

つまり，①こなすだけでなく，今あるものをどう

やって活用していくのか考える力②他者と関わ

り合って新しい価値を生み出す力が必要となる。 

 今後，予測不可能なほど目まぐるしく変化して

いく世の中の中心となって生きていくことになる。

今の子どもたちが，今述べたような力を身に付け 

 

ていくために，算数科は，問題を解いて答えを確

かめ，正解であればよしとする教科ではいけない。 

答えを出す課程そのものを大切にし，「なぜそうな

るのか」を考える活動によって，日常生活の中で

も，自ら「なぜ」「どうして」と考えることを身

に付けていくことで，社会や人生をよりよいもの

にしていくことができる児童が育つと考えた。ま

た，仲間とともに関わり合いながらともに「高め

合う」ような交流活動によって，どんな人の考え

方も受け入れ，もっている自らの意見を発信し，

その繰り返しの中でともに新たな価値を生み出し

ていく児童が育つと考えた。   

新学習指導要領で，今まで「考える」と書かれ

ていたところが「考察する」という言葉に変わっ

ている。「考察する」とは，「見た・調べた結果（事

実）から物事を明らかにするために深く考えるこ

と」であり，より深く考えて「深い学び」を得る

ことが求められている。改訂の趣旨から「なぜそ

うなるのか」を考え，仲間とともに「高め合う」

算数科学習を追究する必要があると考えた。 

 

 

 

「なぜそうなるのか」を考え、仲間とともに「高め合う」ことが楽しい算数科学習 

   ～「３つのかずのけいさん」「ひきざん」の学習を通して～ 

                 多治見市立精華小学校  教諭  小栗 綾夏 

平成30年度から施行される学習指導要領では，今まで「算数的活動」という言葉が使われていた

ところが「数学的活動」に変更されている。算数から数学へ抵抗なく学習を進められるようにする

ためである。算数は具体的な事象を取り扱い，より日常生活に近くイメージしやすい，実用的な演

算等を勉強する。数学は，算数で身に付けた技能を使って，目に見えにくい抽象的なことを一般化

するなど，「答えを出す」ことよりもその「プロセス」を大事にした勉強をする。したがって，算数

の勉強の段階で「答えを出す」ことを重要視し，そこに楽しさを感じている子どもは，数学の勉強

になるとつまずいてしまう。算数から数学の学習へ円滑に進められるようにするためには，算数の

勉強をする小学生の時から「なぜそうなるのかを考える」数学的活動を行うことが重要だと考え，

算数の勉強が始まる１年生の子どもたちに対してどんな手立てを打てばよいのかを考えた。 

そこで，①全員が授業に参加できる土台づくりをした上で，②課題を追究していく単位時間の指

導・援助の工夫③仲間とともに考え「高め合う」場の工夫を行えば，「なぜそうなるのか」を考え，

仲間とともに「高め合う」ことが楽しい算数科学習ができると考えた。そこで、第１学年の「３つ

のかずのけいさん」（９月）と「ひきざん」（１１月）で実践を行った。 

 



2 

 

（２）児童の実態 

 第１学年２８名（男子１５名，女子１３名）の

学級である。自分が興味をもったことや，できる

と見通しが立てられたことに対しては，一生懸命

取り組むことができる。また，自信がもてると積

極的に挙手できる。一方，問題文の理解が苦手で

支援が必要な児童がいる。 

 ６月に全校児童に向けて行った自己肯定感調査

アンケートの結果からは次のような結果が得られ

た。 

 

このことから，「計算が得意だ」ととても思う

児童やすこし思う児童は合わせて６割ほどしかお

らず，計算に対して「嫌い」や「苦手」という思

いをもっている児童が２割ほどいることが分かっ

た。 

 また，児童の様子から，第１学年という発達段

階ということもあり，自分と相手という立場で，

自分の考えを伝え合う活動の中で，まだ「伝える」

ではなく自分本位で話してしまったり，反応しな

がら話を聞けなかったりする。 

 

Ⅱ 願う児童の姿 

 

・算数を「考えるから楽しい教科だ。」と思える。 

・式や答えを見て，「なぜそうなるのか。」と考え  

 ようとする。 

・分かったことや，考えたことを仲間に伝えよう  

 と働きかけることができる。 

・仲間の分かったことや，考えたことを理解でき

るまで聞くことができる。 

Ⅲ 研究仮説 

 

 全員が授業に参加できる土台づくりをした上で，

課題を追究していく単位時間の指導・援助や仲間

とともに考える交流活動の工夫をすれば，「なぜそ

うなるのか」考え，仲間とともに「高め合う」こ

とが楽しいと感じる児童になる。 

 

Ⅳ 研究内容 

 

１ 全員が授業に参加できる土台づくり（実践１） 

２ 課題を追究していく単位時間の指導・援助の工夫（実践２） 

３ 仲間とともに考え「高め合う」場の工夫（実践３） 

 

３つの研究内容について，以下の２つの第１学年 

の単元で実践した。 

 

「３つのかずのけいさん」 

 

 

「ひきざん」 

 

１ 全員が授業に参加できる土台づくり 

 

 

ｃ 

 

 

算数の授業を通してこんな子どもに育てたい

という願いをもっていても，授業に参加できない

児童がいては，どんな実践も効果を期待できない。

児童の実態を見ると，一斉に同じことを指示した

だけでは，みんなが分かる授業にはならない。そ

こで授業前や授業の中の様々なタイミングで，全

員が授業に参加できる土台づくりを行えば，どの

子も課題を自分のものにでき，終末で「分かった」

「できた」と思える授業になると考えた。そこで，

導入で教具や板書を工夫し，児童が授業に興味を

もてるようにした。また，支援の工夫をすること

で，授業を受けているどの子も参加できるように

した。 

 

 

成果と課題 

 

３つのかずのけいさん 

①導入の工夫 

②支援の工夫 

ひきざん 

①支援の工夫 

②導入の工夫 
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２ 課題を追究していく単位時間の指導・援助の工夫 

 

 

 

 

 

 

 「なぜそうなるのか」考える児童を育てるため

に，教材研究では題材をよく理解し，発問や授業

展開を工夫した。授業の中では，児童の学習を見

届けながら必要な援助を行い，「分からない」を「分

かる」に，「分かる」を「できる」「できた」にで

きる工夫を行うことで本時の課題を解決し，満足

して授業が終われるような実践を行った。 

 

３ 仲間とともに考え「高め合う」場の工夫 

 

 

 

 

 これからの社会を創り出す担い手となる今の児

童たちに必要とされている「他者と関わり合って

新しい価値を生み出す力」を養うために，仲間と

関わり合いながら「高め合う」という経験を積み

重ねることが必要だと考え，ペアで交流する活動

を取り入れた。交流を入れるタイミングは，全体

交流で学んだことを自分のものにできるようペア

で確かめ合うことを目的とし，全体交流の後に位

置づけた。 

 ペアで交流する際に，自分の言葉で筋道立てて

話すことはまだ難しいため，「まず」「つぎに」「だ

から」等のキーワードを設定し，話型を提示する

ことからはじめることでスモールステップで学習

を進めていき抵抗を少なくした。また，ブロック

操作をしながら説明することで，イメージと式を

つなぎ合わせたり，自分のイメージを相手が目で

見えるようにしたりして，表現できるようにした。 

 

Ⅴ 研究実践 

実践１ 全員が授業に参加できる土台づくり 

「３つのかずのけいさん」 

（１）本時の工夫 

 ①導入の工夫 

  

 

 

 

 

 

 

 

教科書の問題 

 教科書の問題は上記のように載っている。この

場面で起きた①犬が増えていくことや，②３つの

場面だから３つの数字が出てくることを把握で

きるように，児童が操作できる教具を作った。こ

の教具は，教科書に出てくる犬を児童が自分の手

でバスに乗せたり降ろしたりできるようになって

いる。この教具によって問題場面のイメージが分

かり，演算決定やその理由の説明に役立つと考え

た。 

 

 

 

 

 

①３びき乗っている 

 

 

 

 

 

 

②２ひき乗ってくる 

 

 

 

 

 

 

③４ひき乗ってくる 

また，問題提示の仕方の工夫も行った。「３つ

のかずのけいさん」の第１時は，今までは●＋●

という２口の数の加法を学習してきたが，初めて

●＋●＋●という３口の加法を学習する授業であ

る。本時の課題につながる既習内容との違いは，

ふえた！ 

５ひきに 

なった！ 

３びき 

のっている！ 

ふえた！ 

８ぴきに 

なった！ 

３つのかずのけいさん 

①見届けの工夫 

ひきざん 

①教材研究の工夫 

②発問の工夫 

③まとめの工夫 

④見届けの工夫 

３つのかずのけいさん 

①活動方法の工夫 

②話型指導の工夫 

ひきざん 

①活動方法の工夫 

②話型指導の工夫 
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「たす」につながる「増える」場面が今までより

１回多く，問題に数が３つ出てくることである。

この違いに気付かせ課題につなげるために，教科

書の問題の絵を下図のように半分に折り，上のＡ

の部分だけが問題だったら３＋２＝５になるとい

うことを既習内容の復習とした。その後，下半分

のＢも開いて見せることで今までとの違いが明ら

かになり，課題に気付くことができるのではない

かと考えた。また，本時の問題の３＋２＋４＝９

と復習の３＋２＝５を見比べると本時に自分たち

ができるようになった技能が明らかになるとも考

えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②支援の工夫 

立式の場面で，本時は次の２つの考えに分か 

 れる。 

 

・式が２つ 

３＋２＝５ 

 ５＋４＝９    こたえ ９ひき 

 

・式が１つ 

３＋２＋４＝９  こたえ ９ひき 

 

 個人追究により立式をするが，問題場面のイメ

ージを式に表現することが難しい児童もいる。ど

の子も立式ができるように，以下のような「ヒン

トカード」を作った。ヒントカードは，１つ目の

「式が２つ」の方法にした。理由は，既習内容を

使って解いている方法であることと，「式が１つ」

の方法は，計算するときに頭の中では「式が２つ」

の考え方でやることになるからである。 

 「ヒントカード」は，児童の実態から，使って

ほしい児童を決めておくことはするが，ニーズを

聞いて，その全員に配付するようにした。 

 個人追究の場面で自分で立式をし，全体交流で

の立場を明らかにすることで，課題を自分のもの

にでき，つまずいて授業から離れていくことのな

いように工夫した。 

 

 

 

 

 

 

 

授業で児童に配付したヒントカード 

 

（２）成果と課題 

 ①導入の工夫 

 ○児童が授業に興味をもつきっかけとして大変 

  有効だった。 

 

 

 

 

 

 ○「増える」という場面が分かりやすく，本時 

  は足し算の場面であえることに気付きやすか 

  った。 

 〇既習内容を板書に位置づけることで，本時と 

  の違いが視覚化され，課題化へとスムーズに 

  つながった。また，既習内容を生かすことに 

  もつながった。 

 ○Ａの後にＢを出すことで，「まだ問題が続いて 

  いた！」という驚きを与え，児童の興味を引 

  くことができた。 

 

「児童が自分で動かすことができる」「イメー 

ジすることを助ける」教具は問題を正しく理 

解することに役立つ。既習内容の振り返りを 

し，それを板書に位置づけることは有効であ 

る。 

 ②支援の工夫 

 ○個人追究で，まっさらなノートにいきなり式 

  を書くことに抵抗がある児童に「ヒントカー 

  ドに数字が書けたらいいよ。」と言うと，書く 

  ことへの抵抗が軽減された。 

B 
A 



5 

 

 ○ヒントカードに書けたことが嬉しくて，ヒン 

  トカードを見ながら，自分のノートに式を書 

  く児童がいた。 

 △ヒントカードに書いてあることの意味が理解 

  できずに，立式できない児童が４名いた。 

 

 

  どの子にも同じ支援が有効とは限らない。そ

の児童の実態をよく把握して，さらにれぞれに

合わせた援助ができるといい。 

 

「ひきざん」 

（１）本時の工夫 

 ①支援の工夫 

どの子にも同じ支援が有効とは限らない。そ 

 の児童の実態をよく把握して，さらにれぞれに 

 合わせた援助ができるといい。 

という研究課題から，児童一人一人に合った支援

を行った。 

・Ａへの支援 

実態 

 ・たしざんやひきざんの式の意味は一緒に説明 

  しながらやらないと理解できない。 

 ・２０までの数を順に数えることができる。 

 ・ブロックを使うと遊んでしまう。 

支援 

 ・式をあらかじめノートに書いておく。 

 ・スタンプを数えることで式を解けるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａの本時のノート 

 

 

・Ｂ，Ｃ，Ｄへの支援 

実態 

・ノートに字を書くことが苦手でどうしてもゆ

っくりになってしまい，話を聞く余裕がなく

なる。 

・たしざんやひきざんは意味ややり方が理解で

きれば自力で解くことができる。 

支援 

・式をあらかじめノートに書いておく。 

・授業において書くことを減らす。 

 （全員，課題やまとめをノートに書かない。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂの今までのノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂの本時のノート 

 

 ②導入の工夫 

算数科の授業では，本時の授業の課題化や，変

容を自覚する際の比較対象として既習内容が有効

な場合がほとんどである。そのため，授業の導入

で既習内容の復習を２問ほど行い，左端の板書に

位置づけた。 

また，誰もが分かるような簡単な既習内容を授

業の冒頭に復習することによって，「今日もきっと

分かる。」という意欲につながると考えた。 

「ひきざん」の第１時では，既習内容の復習と

カット 

教師が 

うすく事前に

書いておく。 
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して，１５－３と１６－２を出題した。この問題

を出した意図は，本時の内容が初めての繰り下が

りの学習だったからである。このあと本時の問題

の式１３－９と比べ，今までの十いくつの２位数

－１位数の計算では被減数の一の位（ばら）から

引くことが出来ると学習してきた。しかし，本時

は被減数の一の位と減数を比べると減数のほうが

大きく，ばらから引けない。ここに既習内容との

違いがあり，課題につながる。算数が得意な子は

数式だけでこの違いに気付くことができるのだが，

そうではない子もいる。数式だけでは気付けない

子でも課題を自分のものにする気付きができるよ

うに，ブロック図を既習内容の板書に残した。こ

れによって，「１０のまとまり」と「ばら」が視覚

的に捉えられるようになり，今までは「ばら」か

ら減数を引いていて，本時も「ばら」から引きた

いのに引けないということに気付くことができる

ようにした。 

 

 

 

 

（２）成果と課題 

 ①支援の工夫 

 ○Ａはスタンプの数を数えて消して，残りの数 

  を答えに書くという方法ができるようになり， 

嬉しくなって計算が進んでできるようになっ 

た。 

 ○Ｂは，今までノートを書くために使っていた 

  時間を本時の授業の中で考えたり，ブロック 

  を動かしたりする，理解を深めるための時間 

  に使えたため，１時間の中で計算問題を全部 

  終わらせることができた。 

 ○支援が必要な児童以外の児童も，ノートに書 

くことが減ったため，話を聞じっくり聞ける 

ようになった。また，仲間との意見交流の時 

間や習熟の時間が十分に保障できたことによ 

り理解が深まった。 

 ②導入の工夫 

 〇簡単な既習内容を授業の冒頭に復習すること 

によって始めに大勢の児童が挙手できた。児 

童の興味や意欲につながった。 

 〇課題化がスムーズだった。 

実践２ 課題を追究していく単位時間の指導・援助の工夫 

 

「３つのかずのけいさん」 

（１）本時の工夫 

 ①支援の工夫 

授業の終わりに評価問題を行った。その際に，

机間指導をして，丸をつけてまわった。そこで手

が止まっている児童を見付け，その場で本時のま

とめとつなげるように声をかけ支援した。また，

はやく終わった児童には「赤ペン先生」になって，

他の子のノートに丸を付けて回るように指示をし

た。 

（２）成果と課題 

 ①支援の工夫 

 ○一人一人のノートを見て回ることで実態把 

  握,必要な声かけができた。 

 △同じことを何度も違う子に繰り返し話すこと 

  になった。 

 △「赤ペン先生」をやっている児童にとっては， 

  評価問題以上の高まりが得られなかった。 

 

 

・手が止まってしまう児童を集めて一斉指導する。 

・評価問題が終わった児童には，さらにプリント 

を用意して「分かる」を「できる」にする。 

 

「ひきざん」 

（１）本時の工夫 

 ①教材研究の工夫 

指導計画を作成するに当たって，教科書に沿っ

た授業展開を基盤とした。教科書は大日本図書の

ものを使用している。よく教科書を読み深めると，

式や図が載っている場所やタイミングに必然性が

あることに気付くことができた。また，教科書は

児童も教師も持っているものであり，これに沿っ

た授業展開の工夫を研究し，いい成果を得ること

ができれば，誰もが実践できると考えた。 

 教材研究で，教科書に書かれていることの言葉

やその配置の意図や意味を読み深めることで，本

質により迫ることができると考えた。 

 本時は全体交流の場で，あおいさんとゆうとさ

んの考え方が出てくる。これについて話し合うこ

とで，まとめにつながる深めができる。 

既習内容の 

復習の位置づけ 
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 あおいさんは，１３―９の計算の仕方を言葉で

表現している。これは，１３－９という式を計算

するときの順序を言葉にしたものにつながる。教

科書では，あおいさんの考えと式を言葉にしたも

のが縦に並んでいる。 

一方，ゆうとさんは，１３－９をブロックを用

いて計算している。これは，１３－９の式を計算

するとき頭の中で操作するイメージにつながる。

実際に，始めはブロックを使ってイメージを表現

するが，できる児童は順にブロックは使わず，イ

メージの中で計算できるようにしていく。そこで，

式に上記のように「サクランボ図」を書く。これ

もイメージを図にしたものである。教科書では，

ゆうとさんの考えと「サクランボ図」が縦に並ん

でいる。 

 このことから，教科書は縦にも横にも機能が対

応するようになっている。このことを生かして授

業を行った。 

 

 ②発問の工夫 

 まず，今までの学習の導入では，立式するため

に，問題把握の手段として，４月から次のような

ことを実践してきた。 

①問題を読む。 

②「大事な言葉」に赤線を引き，「大事な数」を青

丸で囲む。 

③立式する。 

②の「大事な言葉」というのは，たしざんかひき

ざんかという演算決定につながる言葉である。 

「大事な数」というのは，式に使われると思われ

る数のことである。 

 赤線と青丸の意味は，本校では，どの学年も算

数の問題把握の場面で「分かっていること」を青

線で，「聞いていること」を赤線で引くことになっ

ているからである。このステップを踏むことで，

問題把握の方法が身に付き，文章問題で情報を整

理する力が身に付くためである。なお，１年生に

「分かっていること」「聞いていること」という言

葉は難しいと考えたため，その先駆けとして「大

事な言葉」と「大事な数」として考えている。 

４月からこの方法を行ってきて，とても身に付

いていた。しかし，この方法をテストになって使

っている児童はほんの一部で，使っていない児童

がほとんどである。このことから，②の方法は今

の児童の能力と算数の学習のレベルを考えると必

要がないことが考えられる。その中で②の方法を

形式的に毎時間行っている現状が１０月頃まであ

り，これを見直すために，問題把握から立式まで

次のようなステップを踏むことにした。 

①問題を読む。 

②立式する。 

 （分からない子は，「大事な言葉」に赤線を引き，

「大事な数」を青丸で囲む。） 

③その式になる理由を考える。 

実際に「ひきざん」の授業からこの方法を実施 

した。③では，教師が「なぜ１５－８になるので

すか。」等その式になる理由を発問する。これによ

って，「なぜそうなるのか」考える習慣が身に付く

と考えた。また，「大事な言葉」に赤線を引き，「大

事な数」を青丸で囲むという方法は身に付いてい

るため，必要な児童のみが行うことによって，こ

の方法が問題把握の場面での情報整理に役立つこ

とを実感でき，使う場が分かると考えた。 

 さらに，「たしざんことば」「ひきざんことば」 

だけを頼りに演算決定するのではなく，問題場面 

のイメージをはっきりもって，それを根拠に立式 

できる力を身に付けさせられるとかんがえた。こ

れは２年生の「たし算とひき算のかんけい」とい

う単元でつまずかないようにするためとも言える。

また，このことが算数と数学をつなぐと考えた。 

ブロック操作 

式の計算 

言葉 
数のイメージ 
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一般化 

１５－９でも同じことが言

えるのか確かめる。 

 また，①教材研究の工夫で教科書から読み取っ

たことを生かして，発問を工夫することで，「なぜ

そうなるのか」考える活動を増やした。 

 

★ゆうとさんとあおいさんの考えをつなげて，２  

 人の計算が「なぜそうなるのか」考える。 

 

 

 

 

 

Ｔ．あおいさんが話をしているね。 

それにって何かな？ 

Ｃ．１！ 

Ｔ．そうだね。 

（その通りにブロック操作する） 

Ｔ．ゆうとくんの考え方もあるね。 

  なにを使っているかな。 

Ｃ．ブロック！ 

Ｃ．わたしたちと同じだね。 

Ｔ．ゆうとくんは最後まで話してないね。このあ

となんていうと思う？ 

Ｃ．１になって，残りは４です。 

Ｃ．１になります。１＋３をし 

  て４です。 

Ｃ．４になります。 

Ｔ．なるほど。では，あおいさんとゆうとくんは

同じ考え方かな。違う考え方かな。 

Ｃ．同じだよ。ゆうとさんはブロックのやり方で，

それの動かし方があおいさんの言葉だよ。 

Ｃ．同じだよ。あおいさんのやつをブロックでや

ると同じになるよ。 

Ｃ．どっちも１０のまとまりから引いているよ。 

Ｔ．そうだね。ちがうところはあるかな。 

Ｃ．あ！「ひいて」と「とると」だ。 

Ｃ．本当だ。ちがう！ 

Ｃ．でも，意味は同じだよ。 

Ｃ．「ひく」と「とる」は同じ意味だよね。 

 

また，説明するときには，「○○さん分かった？

そうか，○○さんに分かるようにもう一度説明し

てくれる人！」と，分からない子がいるから説明

するという説明をする必然が生まれるようにした。 

 ③まとめの工夫 

教科書に沿った授業の中で，まとめをする前に

本時の授業から分かったことを一般化する学習を

指導計画の中に入れた。なぜなら，一般化するこ

とで別の問題でもできることが実感でき，より本

時の学びが自分のものになると考えたからである。 

 

本時の課題 

  ばらから９がひけない ひきざんのしかたを

かんがえよう。 

 式 １３―９＝４ 

個人追究や全体交流の中で， 

・１０のまとまりからひくこと 

・ひいた残りにばらを合わせると答えになること 

 に気付く。 

 

 

 

 

 

 

 

本時のまとめ 

 １０のまとまりからひいて ばらとたす。 

 

 ④見届けの工夫 

・手が止まってしまう児童を集めて一斉指導する。 

・評価問題が終わった児童には，さらにプリント 

を用意して「分かる」を「できる」にする。 

上記の課題から，どの子も自分に合った援助や機

会が与えられるようにした。 

【「分からない」を「分かる」にする手段】 

・評価問題の時間に黒板の前で「ヒントコーナー」

を開き，分からないところを丁寧に確認しなが

らゆっくり説明する。 

【「分かる」を「できる」にする手段】 

・全体での指導は通常の早さで進め，習熟の時間

を確保する。 

・応用問題や習熟問題ができるプリントをたくさ

ん用意して，どの子も授業の最後まで自分の学

習の場が与えられるようにする。 

  

 

１ 

４ 

残りのイメージ 
↓ 

ひいてからたすことへ
の抵抗をなくす 

本

時 

 

今

ま

で 
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（２）成果と課題 

 ①教材研究の工夫 

 ○児童はノートではなく穴埋め等で書き込める 

  教科書を利用して理解を深めることができた。 

 ○教科書の意図を深く理解することで，児童へ 

  の発問の質が上がる。 

 

 ②発問の工夫 

 ○「なぜ式になるのですか。」と問うと，手で 

  動作をつけたり，「はじめに…」と言葉で表し 

  たりと，各々が自分なりの表現でイメージを 

  語ることができた。 

 ○教科書で先に答えを知ることができても，意 

  欲が下がらずに授業を受けることができた。 

 

 ③まとめの工夫 

 ○一般化することで，さらに児童の理解が深ま 

  った。 

 △まとめまでの時間が増えるため，配分が難し 

  い。 

 

 ④見届けの工夫 

 ○どの子も時間いっぱい自分の課題に向かって 

  充実した１時間になった。 

 ○「ヒントコーナー」に来た児童に，一斉に指 

  導することで，説明の時間短縮になった。 

 ○応用プリントをどんどん進める児童を中心に， 

  学習意欲が高いまま終末を迎えることができ 

  た。 

 

実践３ 仲間とともに考え「高め合う」場の工夫 

 

「３つのかずのけいさん」 

（１）本時の工夫 

 ①活動方法の工夫 

 第１学年の発達段階を踏まえて，活動形態はペ 

ア交流とした。また，活動のタイミングは，学ん 

だ事の確認をし合うことを目的とし，全体交流の 

前に行うことにした。話し手は，３＋２＋４＝９ 

の計算をブロック操作で相手に説明する。聞き手 

は，そのブロック操作を見て・聞いて，正しかっ 

たら話し手のノートにシールをはってあげる。こ 

のような活動を交流とした。 

 このペア交流を行うことで，お互いに自分が本

時分かったことを伝え合い，認め合うことができ

ると考えた。 

 

 ②話型指導の工夫 

 今までも，「まず」「つぎに」「だから」「わけは」

という，物事を順序立てて話す際に使う言葉を使

って相手に説明してきた。本時は，３＋２＋４＝

９を以下のような話型指導で説明することを指導

した。 

①まず，３よういします。 

 ２ふえたのでたします。 がっちゃん！（ブロック操作） 

②つぎに４ふえたのでたします。 がっちゃん！ 

③だからこたえは９です。 

これを，そのときのブロック操作の図とともに

示し，板書に位置づけて，話型指導した。 

 

 

 

 

 

（２）成果と課題 

 ①活動方法の工夫 

 ○ペアという活動形態は，聞く話すの役割がは 

  っきりし，第１学年の児童に適していた。 

 ○学んだことの確認として，全体交流の後にペ 

  ア交流を入れることは，自信をもって話せる 

  ため，効果的だった。 

 △シールがもらえるからペア交流を頑張ってい 

  るように見えたため，「高め合う」という活動 

  の意図がぶれた。 

 

 ・ペア交流は引き続き行う。 

 ・シールでの価値付けはしない。 

 ②話形指導の工夫 

 ○「まず」「つぎに」「だから」を使ってお話の 

  流れに沿って順序正しくブロック操作ができ 

  た。 

 △黒板の話型をただ読んでいるだけになってい 

  る児童がいた。 

 

 ・話型指導は続けるが，達成状況を見て自分の 

  言葉で言えるように話型指導を減らしていく。 
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 算数だけでなく，日頃の日常生活から「なぜそう

なるのか」と考える発問を心がける。また，他者と

関わる機会を増やし，その「高め合い」の結果を価

値付ける。そうすることで，より算数科の学習を通

して育てたい①こなすだけでなく，今あるものを

どうやって活用していくのか考える力②他者と関

わり合って新しい価値を生み出す力が身に付けら

れるようにしたい。 

 

「ひきざん」 

（１）本時の工夫 

 ①活動方法の工夫 

 ・ペア交流は引き続き行う。 

 ・シールでの価値付けはしない。 

上記の課題を踏まえて，本時は今までと引き続

きペア交流という活動形態とした。 

 ペア交流の際、シールをもらうことが目的では

なく，ペアに説明できることやペアの子が説明で

きるようになること等「高め合う」ことが目的と

なるように，シールは使わない。「高め合う」こと

ができたかどうかの価値付けは，自分たちで実感

しにくいため，教師が授業の終末で具体的に価値

付けた。本時は，「Ｅが言葉に合わせてブロックを

動かすことができないときに，ペアのＦが言葉を

言ってあげて，Ｅがそれに合わせてブロックを動

かすことができた」ことを紹介することで学び合

うことの価値づけをした。 

 

 ②話型指導の工夫 

 本時は次のような話型を板書に位置づけ，指導

を行った。 

 ①１３は１０と３ 

 ②１０から９をひいて１ 

 ③１と３で４ 

これは教科書の言葉をそのまま使った。「まず」「つ

ぎに」「だから」という言葉は板書に位置づけない

ことで，使い方が分かっていないと使うことがで

きない状態になり，形式的に「読んでいるだけ」

になることを防いだ。 

 

（２）成果と課題 

 ①活動方法の工夫 

 ○シールがなくても，大変意欲的に活動するこ 

  とができるようになった。 

 ○個人追究の段階から自分の意見をペアの子に 

  伝え始め，それが教室中に広がった。ペア交 

  流をする「楽しさ」は，体感できているよう 

  だった。 

 

 ②話型指導の工夫 

 ○板書に位置づけることで，それを頼りに話す 

  児童が多かった。 

 ○これまで話型指導を続けてきた成果もあり， 

  「まず」「つぎに」「だから」という言葉の入 

  っていない①②③という話す順序の番号のみ 

  書かれている話型でも，自然に使うことがで 

  きていた。 

 

Ⅵ 成果と課題 

１ 研究内容から 

（１）全員が授業に参加できる土台づくり 

○一人一人の実態に合った援助をタイミングよく 

行うことや，導入や教具を工夫することで，意 

欲や関心が高まり，単位時間内にその子なりに 

「分かる」「できる」と思える学びができた。 

△算数が得意な子がもっと伸びるための方法も充 

 実させられるといい。 

 

（２）課題を追究していく単位時間の指導・援助の工夫 

○教科書に沿った授業展開の中で，よく教材研究 

 行い読み深めることで，教師も児童も「なぜそ 

うなるのか」考える機会が増え，「教科書に答 

えが書いてあるからラッキー！」というような 

考え方はなくなった。 

△発問の言葉やタイミングをもっと明確にイメー 

 ジすることで児童のつぶやきを上手くつなげ合 

わせたい。 

 

（３）仲間とともに考え「高め合う」場の工夫 

 ○ペアという活動形態で話型指導したことをペ 

アで確かめ合うという学習により物事を順序 

立てて説明する言葉が身に付いた。 

 ○仲間との関わり合いの中で見られた良い姿を 

教師が全体の場で価付けることで，ペア交流

のよさを広めることができた。 

  

２ 今後に向けて 

  


